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シンポジウム 

ばねへのショットピーニングの研究 
目   次        （平成 8.7） 

司会：明治大学 当舎 勝次 

時 刻 題 目 内  容 研 究 者 頁 

1 

10:00 

～ 

11:00 

ショットピーニング

を主体とした高耐久

性ばねの開発の概要 

現在、日本のばねの技術は世界でも

1.2 のレベルにあるが、その基本はば

ね技術研究会を中心にして発展してき

た。ショットピーニングに関して、1951

年にショットピーニング研究分科会が

出来、1956 年に「JSMA, No1. ショッ

トピーニング作業標準」が制定された。

現在のレベルに到達したのは、1973年

の第一次オイルショックによる軽量化

のための質的向上に努力した結果と思

われる。これらの概況と、今後の問題

点について概説する。 

ばね技術研究会 顧問 

○大野 明 
1 

2 

11:00 

～ 

12:00 

ばねの疲労とショッ

トピーニング技術 

 自動車の燃費向上のために、ばねの

疲労強度は益々高くなるのに伴って、

切欠き感受性が増大し、小さな表面傷

や非金属介在物による疲労破壊がクロ

ーズアップされている。 

 これを無害化するためのショットピ

ーニングの定量的な評価管理法が必要

である。 

 ここでは、ばね鋼における切欠き感

受性およびショットピーニングによる

残留応力の疲労き裂伝播に対する抑制

効果の定量的評価法を示す。また、ば

ねにおける最近のショットピーニング

技術の紹介を行う。 

日本発条 ばね生産本部 

○丹下 彰 
9 

12:00～1:00                             昼       食 

3 

1:00 

～ 

2:00 

バルブスプリングに

おけるショットピー

ニングについて 

 ばねにおいて小物ばねのショットピ

ーニングは多種多様であるが、中でも

エンジン用バルブスプリングは高品質

を要求されるためショットピーニング

は極めて重要な技術である。 

 そこでバルブスプリングの事例を中

心にして、材料技術の進歩に対応して

変化してきたショットピーニングにつ

いて歴史、現状、今後の課題を概説す

る。 

中央発條 技術開発部 

○榊原 隆之 

青木 利憲 

19 

4 

2:00 

～ 

3:00 

高強度ばね鋼の腐食

疲労挙動に及ぼすシ

ョットピーニングの

影響 

最大引張強さが 1800MPa に至る高強

度ばね鋼の腐食疲労に関しては不明な

点が多い。 

そこで本研究では SUP9、SUP10M の平

面曲げ腐食疲労試験を行い、腐食疲労

強度に及ぼす表面粗さ及びショットピ

ーニングの影響について検討した。 

その結果、腐食疲労強度に及ぼすシ

ョットピーニングの効果が比較的顕著

に認められたので報告する。 

三菱製鋼 千葉製作所 

○栗原 義昭 

高崎 惣一 

三菱自動車工業 

トラック・バス開発本部 

小林 幹和 

三菱重工業 広島研究所 

江原隆一郎 

山田 義和 

九州大学 工学部 

村上 敬宣 

25 
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シンポジウム 

動車部品に対するショットピーニングの最適応用技術 

目   次        （平成 9.11） 
司会：三菱製鋼 栗原 義昭 

時  刻 題  目 内    容 研 究 者 頁 

1 

10:00 

～ 

10:40 

1. 自動車部品へのショットピーニングの利用動向 

トヨタ自動車㈱ 

第 5 生技部 

○相原 秀雄 

大塚 昌彦 

1 
自動車の環境問題と

ショットピーニング

利用技術 

ショットピーニングは部品の強度を大

幅に向上できる技術であり、車両の軽

量・コンパクト化に大きく貢献してい

る。この技術の自動車産業における最近

の動向を解説するとともに、環境問題へ

の対応で果たしている役割について述

べる。 

2 

10:40 

～ 

11:20 

2. 最近の自動車部品へのショットピーニング技術の進歩 
三菱自動車工業㈱ 

トラック・バス開発本部 

材料技術部 

○小林 幹和 

桜田 徹 

山川 修司 

9 

2.1 

 歯車におけるショ

ットピーニングの適

用技術の進歩 

自動車の高出力化、信頼性向上、軽量化

ニーズに対応して歯車へのショットピ

ーニングの適用は最近増加傾向にある。

また、さらに高強度化を図るためハード

ショットピーニング、ダブルショットピ

ーニング等が検討されつつあり、これら

の内容について述べる。 

3 

11:20 

～ 

12:00 

2.2 

 自動車用の弁ばね

等の小物ばねにおけ

るショットピーニン

グの適用技術の進歩 

エンジンの高出力化等により、弁ばねは

高応力化が進み、最近では窒化鋼にガス

窒化、高強度ショットを施したばねが量

産化されている。昭和 40 年代のピアノ

線ばねから最近のばねに至る大幅な疲

労強度向上には、材料の進歩とともにシ

ョットピーニングの大幅な進歩が不可

欠であった。このような進歩について概

説する。 

㈱東郷製作所 

技術部 

○都築 章雄 

加藤 昇 

伊沢 佳伸 

17 

11:50~1:00 昼        食 

司会：明治大学 当舎 勝次 

4 

13:30 

～ 

14:10 

2.3 

 エンジンコンポー

ネントにおけるショ

ットピーニング適用

技術の進歩 

自動車ならびにモーターサイクル用エ

ンジンの主要コンポーネントとして、コ

ンロッド、クランクシャフトを中心に、

軽量化と高信頼性を目的としてショッ

トピーニングを適用した事例とその効

果について、最新のデータを紹介する。 

ヤマハ発動機㈱ 

技術本部 

○安藤 修平 

伊藤 寿浩 

25 

5 

14:10 

～ 

14:50 

3. 新工法・設備におけるショットピーニングの技術の進歩 

新東工業㈱ 

豊川製作所第 3 技術部 

○武田 仁 

志賀 雅治 

長嶋 悦一 
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3.1 

ショットピーニン

グ装置の進歩と今後

の課題 

疲労強度の増大、耐摩耗性の向上、応力

腐食性の改善など、金属部品の高強度、

高機能化が一段と進む中でショットピ

ーニング処理手段も多様化している。こ

れらの目的に応じた最適な条件設定と

高精度な処理を維持管理できるショッ

トピーニング装置の変遷と今後の課題

を述べる。 

6 

14:50 

～ 

15:30 

3.2 

ウオータージェッ

ト式ショットピーニ

ングの開発と現状 

新しく開発した加工法は、従来のハード

ショットを大幅に改良し、短時間で強度

の必要な部位に正確、かつ安定したピー

ニング効果を付加できる特徴をもつも

のである。また機械加工タクトと同期処

理が可能で、インライン全自動ピーニン

グ加工機として量産システムに導入し

た。 

ホンダエンジニアリン

グ㈱ 栃木技術センター 

○鈴木 貞次 

田岡 明範 

菅野 忠雄 
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